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の人権

の に り

 学  

  学校４年生 年生 

  

  者がどのような いで 生活を っているの 、その いに れることで 者理解の心を育

む。また、 者がよりよい生活を るために、自分にできることを考え、取り組んでいこうとする態

度を養う。 

 の 

 ワークシート 

資料（ する 者 示 ）） 

  

内 作成の2022年 社会 によると、 上の人 は、3 2 人となり、 人 に

める 合（ 化 ）は2 となり、 20 2年まで上 していくと推計されています。 

者の人権を考える上では、ま 、 者の いを理解することが必要となります。児童には、認

知 、体の 自由さ、 気や 護といった、加 に って こる心 の 化等を直 的に えるのでは

なく、シ ー を むことを通して気づ せていきます。どうしてこの をつくった 、 者

の いはどのようなことなの と考えることで、児童が 者の いに り っていくことができます。 

さらに「 者」と一 りにするのではなく、一人ひとり う いや 化があると考え、 になっ

ても活 する方々を に 、人は年 に関係なくよりよく生きていこうとしていることに気づ せま

す。そして、 、自分たちも 者になることを に れ、 者がよりよく生きていくために、

の自分にできることは 考えさせていきます。 

なお、この の に、 にいる 者の方を し合ったり、自分ができることを具体的に考え

て実際に取り組んでみたりできると、より 者への理解が深まっていくと考えられます。 

   

 学 の    

導  

分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「 者って ら 」 

自分の考える年 とその理由につい

て、ワークシートに く。 

いた内容を、４人 ー で発

し合う。 

各 ー で た考えを発 し合

い、全体共 する。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・ の 、制度上の 者の定義

（下記 内参 ）を える。 

・ワークシート 

 

保 ・ 制度  

上を 者とする。 

者 

上 者 

定法 上 年 者 

自動 0 上 者
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2  

展開 

2 分 

ク （2 分） 

ク  

「 者の いを しよう」

（ ）に る を考えて く。 

資料「シ ー 」を み、

を持った とその理由を く。 

の作者を し、どのような

いで を いた し、 し合

う。 

ク  

「活 する 者に学 う」

資料「活 する 者」を む。 

それぞれの活 についてどう感じた

記 し、 し合う。 

 正 さん（ 開発者） 

 重明さん（ ） 

３ 大 さん（保育 ） 

他 な 者 

・作者は しんで を作っていると

おさえたうえで、正解や の意

について確認する。 

・資料を する。 

・ したことについて、 ー

で し合わせる。 

・心や体の 化等は、一人ひとり

っていることをおさえる。 

・ ク を まえ、

をもち、目標に向 って生きる

者について する。 

・ な 者の方についての

もできるとよい。 

・ 間によっては記 を省 して

し合わせる。 

・ 者が活 するために必要な

ートにも 目させる。 

・資料 

まとめ 

0分 

まとめ（ 0分） 

「自分にできることを考えよう」 

・ 者がよりよい生活を るため

に、自分にできることを考えてワー

クシートに く。 

・まとめの を く。 

・ な 者も ー し、こ

れ らどのように する 、感

も まえて考えさせる。 

・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

参考資料など  

「 いあり、しみじみあり シ ー  たけなわ 」  

みや シ ー ト、 社 集部  社（平成 30 年３月 ） 

「 いあり、しみじみあり シ ー  」  

みや シ ー ト、 社 集部  社（平成 30 年 月 ） 

法人 科学  ー ー  

・加 による心や 体的な 化等は、一人ひとり っていることを理解する。

・ になっても や目標をもって活 する人の生き方を知り、 者に必要な ート

についても考える。

・ 者に り うためには、一人ひとりの いを知ったうえで、その いに り った

うえで ができる を考えることが大切である。

・ 、自分にできることは を考えながら、 な 者の方に していく。

 体  足が らつき （  ） 

（ 目が覚める ） ことを じて する 
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2  

ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

（ ）「 者
こ う れ い し

って
さ い

ら 」 

（ ）「 者
こ う れ いし

の いを
そ う ぞ う

しよう」 

・ の（       ）に る をそれぞれ考えて、記 しまし う。

「シ ー
せんり う

」の中 ら、
き うみ

を持った
せんり う

を一つ
えら

び
えら

ん 理由も記 しまし う。 

   

「活
つやく

する 者
こうれいし

」を んで、それぞれの生き方についてどう感じました 。 

（３）
し うらい

、自分や しい人も 者
こ う れ いし

になります。 者
こ う れ いし

がよりよい生活を る

ためには、どのようなことができます 自分にできることを考えて記

しまし う。 

者
こ う れ い し

の いに
よ

り
そ

う 

わたし

が
えら

のは     です。 

えら

ん 理由は  

  
あさ

体
たいそう

  足が らつき  （        ） （ 2
さい

） 

  （        ） ことを
しん

じて  
は や ね

する （
さい

） 

者
こうれいし

とは     
さい

上の人。 

そう考える理由は  
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2  

資料

 た り  いつの間にやら   本 に    （ 3 ） 

 欲しいのは  護じ ないよ   気 よ   （ ） 

 いてなお  に ても     おし れする （ ） 

 わり   い が     ざ る   （ 0 ） 

 0年     けた で    生きている  （ ） 

 と    目指す     と    （ ） 

 で    に す    ー   （ ） 

 の を   つな といのち   しくなる  （ ） 

 のない   人生なのに     しす    （ ） 

活 する 者
しいことに する  

 正 さん（ 開発者） 

3 （ 和 0）年、 生まれ。 等学校 、三 行（現・三 行）

に 職。 年、 会 等法の 行 、 理職に いた。定年 職 、

の 護を に 通 を める。 の20 年に 人形を正しく する

ー 「 」を開発・ 。この実 ら  

 20 に されて  の ・ク ク ら「

の 開発者」と された。 

20 年には 会で「 社会と の活 」を ー に基 。

の「人生 00年 会 」や「 社会 会 」などに 員として参加。 

「 法人 科学   第3 第  

いつも 気、いまも現 （ ト 正 さん）」（ ） 

一つのことを する（生 現 ）  

 重明さん 加 際 （ ） 0 （20 年 ） 

「生活習 」という をつくり、 や の 及につくした。

間としては めて人間 クを開設。 内 の 立 を設立。「 人の会」

を発足。（現在、神 では「 重明記念 ながわの会」として、 さん

の理念を 活動をしている。） 中学生に の を行うなど、 の大切さや平

和の尊さを える活動に 的に取り組ん 。「 ト ー 本「 っ の

」の ー 本を 。「生き た上 」他、 の がある。200 年文

化 を受 。 くなる 月 まで 者を けた。 

（ 20 2年（ 00 ）神 ー ー ら） 

３ 大 さん（保育 ） 

2 （ 和2）年、 生まれ。 年、 大学 学科 学、 年結

のため中 。 2年、 児生活 に 職、 2年に主 保育 となり、現在に る。 

性で めて足利 教育 員、 員となり、足利 性

会 などを 。 ー 教育や ー心理学を取り れた 年 立

年の で、 0年 上にわたり どもの保育に わっている。 めての 2

の現 保育 が えたい で幸せになる 育て （実 教育 ）は20 年 月

に され、たちまち となった。 でも されるなど の人となった。 

「 法人 科学   第2 第  

いつも 気、いまも現 （現 保育  大 さん）」（ ）

シ ー

29


